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礼
拝
の
恵
み 

第
二
一
章 

 
 

第
九
部 

礼
拝
の
障
害
（
つ
づ
き
） 

 

第
九
節 

誇
り 

 

神
の
誇
り
と
い
う
も
の
を
ど
う
見
ら
れ
る
か
を
、
は
っ
き

り
示
し
た
も
う
。
聖
書
に
「
神
は
高
ぶ
る
者
を
退
け
、
へ
り

く
だ
る
者
に
恵
み
を
お
授
け
に
な
る
。」（
ヤ
コ
ブ
四
ノ
六
）

と
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
イ
エ
ス
は
「
ご
自
分
を
無
に
し
て
、

仕
え
る
者
の
姿
を
と
り
、
人
間
と
同
じ
よ
う
に
な
ら
れ
た
の

で
す
。
キ
リ
ス
ト
は
人
と
し
て
の
性
質
を
も
っ
て
現
れ
、
ご

自
分
を
卑
し
く
し
、
死
に
ま
で
従
い
、
実
に
十
字
架
の
死
に

ま
で
も
従
わ
れ
た
の
で
す
。」
（
ピ
リ
ピ
二
ノ
七
、
八
）。
信

者
と
し
、
あ
る
い
は
集
会
と
し
て
、
本
当
に
霊
的
に
謙
虚
に

神
の
御
顔
を
求
め
、
祝
福
さ
れ
た
主
イ
エ
ス
を
黙
想
す
る
と

き
、
礼
拝
は
ど
う
し
て
も
生
で
な
い
で
は
い
ら
れ
な
い
。
ど

う
か
神
の
恵
み
に
よ
っ
て
、
こ
う
し
た
障
害
の
ど
の
一
つ
に

も
、
わ
れ
わ
れ
の
礼
拝
の
邪
魔
を
さ
せ
た
く
な
い
も
の
で
あ

る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
礼
拝 

ギ
ブ
ス
著
） 

そこで兄弟たち。堅く立って、私たちのことば、手紙によ

って、教えられた言い伝えを守りなさい。 Ⅱテモテ２：１５ 
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二
〇
一
五
年
九
月
二
〇
日
午
前
一
〇
時 

礼
拝 

山
本
牧
師 

「
父
な
る
神
は
一
つ
で
す
」 

 
 
 
 
 

 
「
か
ら
だ
は
一
つ
、御
霊
は
一
つ
で
す
。あ
な
た
が
た
が
召
さ
れ
た
と
き
、

召
し
の
も
た
ら
し
た
望
み
が
一
つ
で
あ
っ
た
の
と
同
じ
で
す
。」 

 
 
 
 
 
 

（
エ
ペ
ソ
四
ノ
四
） 

究
極
的
に
一
致
は
、一
つ
の
神
、「
す
べ
て
の
も
の
の
父
で
あ
る
一
つ
の

神
」
に
あ
る
。
私
た
ち
は
全
て
神
の
被
造
物
で
あ
り
、
最
初
か
ら
神
の
子

と
し
て
神
に
似
る
よ
う
に
造
ら
れ
、
そ
し
て
キ
リ
ス
ト
を
通
し
て
神
の
家

族
に
戻
る
こ
と
が
で
き
る
。（
一
ノ
五
）「
神
は
、
た
だ
み
こ
こ
ろ
の
ま
ま

に
、私
た
ち
を
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
ぎ
自
分
の
子
に
し
よ
う
と
、

愛
を
も
っ
て
あ
ら
か
じ
め
定
め
て
お
ら
れ
た
の
で
す
。」。
そ
れ
ゆ
え
、
す

べ
て
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
は
兄
弟
姉
妹
と
し
て
一
つ
に
さ
れ
、
神
が
彼
等
の

父
で
あ
り
、「
す
べ
て
の
こ
と
が
神
か
ら
発
し
、
神
に
よ
っ
て
成
り
、
神
に

至
。
」（
ロ
ー
マ
一
一
ノ
三
六
）。
と
い
う
確
信
を
共
有
す
る
。
パ
ウ
ロ
の
時

代
の
よ
う
に
、
お
の
お
の
の
町
や
国
、
ま
た
生
活
の
領
域
で
神
々
が
崇
拝

さ
れ
て
い
る
よ
う
な
世
界
で
あ
っ
て
も
、
ま
た
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
神
を

否
定
し
て
い
る
世
界
で
あ
っ
て
も
、
パ
ウ
ロ
が
語
っ
て
い
る
よ
う
な
真
の

神
に
対
す
る
確
信
は
、
人
間
的
な
ど
ん
な
絆
よ
り
も
私
た
ち
を
一
２
い
る

世
界
に
生
き
て
い
る
こ
と
を
確
信
し
。
そ
し
て
何
よ
り
も
神
が
彼
等
の
中

に
住
み
、
彼
ら
を
通
し
て
ご
自
身
の
め
く
敵
を
達
成
し
て
い
る
こ
と
を
信

じ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
信
仰
や
そ
の
信
仰
に
基
づ
く
体
験
を
分
ち
合
っ

て
い
る
交
わ
り
以
外
の
ど
こ
に
、
こ
の
よ
う
な
深
さ
と
広
さ
の
一
致
が
あ

る
だ
ろ
う
か
。
無
益
な
分
裂
は
愚
か
な
こ
と
で
す
。
整
理
す
る
と
、
エ
ペ

ソ
の
聖
徒
た
ち
が
一
つ
の
体
に
さ
れ
た
の
は
、
彼
ら
が
キ
リ
ス
ト
に
あ
っ

て
一
つ
の
か
ら
だ
だ
か
ら
で
す
。
彼
ら
は
一
つ
の
御
霊
を
受
け
、
一
つ
の

希
望
の
中
で
召
さ
れ
、
一
つ
の
主
に
仕
え
、
一
つ
の
信
仰
を
持
ち
、
同
じ 

 

バ
プ
テ
ス
マ
を
受
け
て
一
つ
の
か
ら
だ
に
な
り
、
唯
一
の
神
に
仕
え
て

い
ま
す
。そ
の
た
め
、キ
リ
ス
ト
が
一
つ
に
さ
せ
た
も
の
を
熱
心
に
保
ち
、

ど
ん
な
理
由
が
あ
っ
て
も
分
裂
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
、
あ
ら

ゆ
る
努
力
を
傾
け
る
べ
き
で
す
。；
そ
う
し
て
一
致
さ
せ
ら
れ
た
教
会
が
、

こ
の
一
致
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
て
い
く
こ
と
が
教
会
の
使
命
な
の
で
、

そ
れ
を
し
っ
か
り
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

一
致
は
教
会
の
使
命
で
す
。
神
の
栄
光
は
一
致
で
す
。
三
位
一
体
の
神
は

一
致
の
か
み
で
す
。
一
つ
と
は
孤
独
で
な
く
、
一
致
す
る
こ
と
で
す
。
そ

こ
に
は
寂
し
さ
は
あ
り
。
一
致
す
る
こ
と
で
す
。
体
が
調
和
し
て
一
致
し

て
い
る
よ
う
に
御
霊
も
一
致
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
召
さ
れ
た
時
の
望

み
も
一
つ
で
す
。
そ
れ
は
一
つ
の
主
に
よ
る
十
字
架
の
贖
い
で
す
。
こ
の

お
方
以
外
に
罪
か
ら
解
放
し
て
く
だ
さ
る
方
は
お
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
を

受
け
入
れ
て
水
の
バ
プ
テ
ス
マ
を
う
け
る
の
で
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
父
な

る
神
が
崇
め
ら
れ
る
の
で
す
。 

二
〇
一
五
年
九
月
二
三
日
午
後
七
時 

祈
祷
会 

山
本
牧
師 

「
最
も
神
聖
な
場
所
」 

「
宮
に
関
す
る
律
法
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
山
の
頂
の
そ
の
回
り

の
全
地
域
は
最
も
神
聖
で
あ
る
。
こ
れ
が
宮
に
関
す
る
り
っ
ぽ
う
で
あ

る
。
」（
エ
ゼ
キ
エ
ル
四
三
ノ
一
二
） 

神
殿
の
内
庭
に
祭
壇
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
七
日
間
に
わ
た
っ

て
罪
の
た
め
の
い
け
に
え
を
さ
さ
げ
ま
す
。
八
日
目
に
は
全
焼
の
い
け
に

え
と
和
解
の
い
け
に
え
を
さ
さ
げ
ま
す
。
こ
れ
は
カ
リ
バ
リ
ー
の
丘
の
十

字
架
の
雛
形
で
す
。
イ
エ
ス
様
の
犠
牲
こ
そ
最
も
神
聖
な
場
所
で
す
。 

本
部
一
〇
月
行
事
計
画 

二
日
（
金
）
楽
し
い
祈
り
の
集
い 

午
後
一
時 

三
日
（
土
）
明
日
へ
の
バ
ト
ン
役
員
会 

午
後
二
時
半 

 
神
戸
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ヤ
教
会 
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四
日
（
日
）
礼
拝
後
定
期
役
員
会 

 

五
日
（
月
）
神
戸
朝
祷
会 

午
前
七
時 

三
宮
教
会 

一
二
日
（
月
）
午
後
一
時
、
夕
六
時 

ゴ
ス
ペ
ル
コ
ン
サ
ー
ト 

一
五
日
（
木) 

納
骨
堂
掃
除 

午
前
一
〇
時 

一
七
日
（
土
）
神
戸
宣
教
会 

午
後
一
時 

山
手
教
会 

一
九
日
（
月
）
説
教
塾 

 

午
前
一
一
時 

神
港
教
会 

二
七
日
（
火)  
教
会
リ
バ
イ
バ
ル
祈
祷
会 

午
後
一
時 

東
部
教
会 

三
〇
日
（
金
）
大
日
丘
集
会 

午
後
五
時 

※
十
月
会
計
役
員 
庄
司
姉 

櫛
原
姉 

 

一
〇
月
召
天
会
員 

  

ゴ
ス
ペ
ル
コ
ン
サ
ー
ト 

一
〇
月
一
二
日(

月)

祝
日 

昼
一
時 

 

一
、
司
会 

山
本 

稔
牧
師 

二
、
賛
美 

ゆ
か
り
ゴ
ス
ペ
ル 

三
、
信
仰
の
体
験 

西
田
潔
嗣
牧
師 

四
、
話
し 

岡
山
聖
成
キ
リ
ス
ト
教
会
牧
師 

足
達 

和
章
師 

 
 
 
 
 

「
広
大
な
神
の
愛
」(

ヨ
ハ
ネ
三
ノ
一
六) 

集
会
行
進
案
内 

食
事 

午
後
四
時
～
午
後
五
時 

行
進 

午
後
五
時
～
午
後
六
時
前 

行
進
コ
ー
ス 

教
会
→
長
田
神
社
→
長
田
商
店
街
→
高
速
長
田
駅
前 

外
の
司
会 

山
本
牧
師 

外
の
証
し 

 

 

夕
六
時 

一
、 

司
会 

足
達 

和
章
牧
師 

二
、
賛
美 

ゆ
か
り
ゴ
ス
ペ
ル 

三
、
信
仰
の
体
験 

庄
司
久
子
姉 

四
、
話
し 

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
聖
成
伝
道
教
会
牧
師 

山
本 

稔
師 

 
 
 
 
 

「
平
和
の
鐘
を
な
ら
そ
う
」
（
ナ
ホ
ム
一
ノ
一
五
） 

ゴ
ス
ペ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
献
金 

予
算 

十
一
万
円 

乞
う
。
祈
祷
と
協
力 

役
員
・
牧
師 

夕
食
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。
係
り 

庄
司
姉 

櫛
原
姉 

  

 

 

 

一
日 

北
良 

道
子
姉 

一
九
周
年 

二
日 

梶
原 

靖
生
兄 

二
九
周
年 

四
日 

藤
沢 

澄
子
姉 

一
七
周
年 

五
日 

早
瀬 

信
明
兄 

一
五
周
年 

一
二
日 

佐
野
杉
松
兄 

八
四
周
年 

一
二
日 

佐
野
鶴
市
兄 

八
四
周
年 

一
二
日 

小
段
ス
ミ
姉 

三
〇
周
年

一
二
日 

守
屋 

元
兄 

四
五
周
年 

一
四
日 

森 

勝
兄 

 

七
五
周
年 

一
四
日 

三
永
正
雄
兄 

四
一
周
年 

一
五
日 

山
川
美
与
子
姉
七
七
周
年 

一
八
日 

津
田
誠
一
兄 

七
〇
周
年 

一
九
日 

山
村
む
つ
え
姉
七
一
周
年 

 

二
〇
日 

岩
島
祥
博
兄 

三
一
周
年 

二
四
日 

仲
里
朝
用
兄 

五
三
周
年 

二
四
日 
河
田
ナ
オ
姉 

四
九
周
年 

二
五
日 
市
原
た
つ
姉 

四
二
周
年 

二
五
日 

紺
本
薫
先
生 

一
二
周
年 

二
六
日 

松
川
栄
次
兄 

二
五
周
年 

二
八
日 

田
村
博
兄 

 

一
四
周
年 

二
九
日 

早
瀬
今
四
郎
兄
八
五
周
年 

三
〇
日 

石
本
淳
兄 

 
二
四
周
年 

三
〇
日 

前
川
幸
子
姉 

二
一
周
年 

三
一
日 

北
田
ユ
キ
姉
一
〇
四
周
年 

※ 

召
天
会
員
の
御
遺
族
は
納
骨
堂

周
辺
の
掃
除
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 


